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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月10日(2017.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  摺動面を構成する基材上に、前記基材とは異なる材質の中間層を有すると共に、前記中
間層の表層に、固体潤滑材からなる表面層を有し、
  前記表面層は、前記中間層の表面に固体潤滑材粒子が埋没した埋没部を有することを特
徴とする摺動部品。               
【請求項２】
  前記中間層を構成する材質の硬度が、前記基材の硬度よりも低いことを特徴とする請求
項１に記載の摺動部品。
【請求項３】
  前記基材が鉄を主体とする材質からなると共に、前記中間層が銅、スズ、亜鉛のいずれ
かまたはそれら２種類以上の混合物からなることを特徴とする請求項２に記載の摺動部品
。
【請求項４】
  前記表面層を構成する固体潤滑材粒子が、層状分子からなると共に、その層状分子の滑
り面が摺動方向と平行になるように配向されていることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれかに記載の摺動部品。
【請求項５】
  前記表面層を構成する固体潤滑材粒子が、二硫化モリブデンであることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれかに記載の摺動部品。
【請求項６】
  前記基材表面上に、前記中間層の厚さよりも深い凹部が複数形成されていることを特徴
とする請求項１乃至５のいずれかに記載の摺動部品。
【請求項７】
  摺動面を構成する基材表面上に、前記基材とは異なる材質の中間層を形成し、前記中間
層の表面に、固体潤滑材粒子を配置した後、ローラバニシングまたはその他の転圧加工手
段によって前記固体潤滑材粒子を前記中間層の表層に埋没させるように平滑化して固体潤
滑材からなる表面層を形成することを特徴とする摺動部品の製造方法。
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【請求項８】
　前記中間層を形成する前に、硬質粒子を噴射して前記基材表面に衝突させて複数の凸部
を形成する工程を含むことを特徴とする請求項７に記載の摺動部品の製造方法。
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